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(57)【要約】
【課題】他人と同じノズルを使用することによる不潔感
、および使用の度に好みの使用状態を設定する煩わしさ
の低減に資する局部洗浄装置を提供すること。
【解決手段】複数の洗浄ノズル１０と、これら各洗浄ノ
ズル１０に対応づけて、各洗浄ノズル１０の使用状態を
ユーザが任意に設定可能な設定手段２０と、前記複数の
洗浄ノズル１０から選択された一の洗浄ノズル１０を、
前記設定手段２０によって設定された使用状態となるよ
うに動作させる駆動手段３０と、を備える局部洗浄装置
１とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の洗浄ノズルと、
これら各洗浄ノズルに対応づけて、各洗浄ノズルの使用状態をユーザが任意に設定可能な
設定手段と、
前記複数の洗浄ノズルから選択された一の洗浄ノズルを、前記設定手段によって設定され
た使用状態となるように動作させる駆動手段と、
を備えることを特徴とする局部洗浄装置。
【請求項２】
　前記駆動手段は、前記複数の洗浄ノズルから選択された一の洗浄ノズルを所定位置に移
動させ、当該位置から洗浄位置に向けて前進させることを特徴とする請求項１に記載の局
部洗浄装置。
【請求項３】
　前記複数の洗浄ノズルが環状に並べられた洗浄ノズルユニットを備え、
前記駆動手段は、当該洗浄ノズルユニットを回転させて前記複数の洗浄ノズルから選択さ
れた一の洗浄ノズルを所定位置に移動させ、当該位置から洗浄位置に向けて前進させるこ
とを特徴とする請求項２に記載の局部洗浄装置。
【請求項４】
　前記複数の洗浄ノズルが平坦に並べられた洗浄ノズルユニットを備え、
前記駆動手段は、当該洗浄ノズルユニットをスライドさせて前記複数の洗浄ノズルから選
択された一の洗浄ノズルを所定位置に移動させ、当該位置から前進させることを特徴とす
る請求項２に記載の局部洗浄装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、人体の局部を洗浄する洗浄ノズルを備える局部洗浄装置に関するものである
。
【背景技術】
【０００２】
　従来の局部洗浄装置の多くは、一または二の洗浄ノズルを備える。例えば、下記特許文
献１に記載される局部洗浄装置は、ビデ用およびおしり用の洗浄ノズルを備える。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１２－２１１４８７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　このように従来の局部洗浄装置は、洗浄ノズルの数が少ないことから、複数人が同じト
イレを使用する場合には、他人（親族ではない人という意ではなく、自分以外の人という
意である。以下同じ）と同じノズルを使用せざるを得ない。他人と同じノズルを使用する
ことを不潔に感じる人は、それを理由に使用を避けることもある。
【０００５】
　また、洗浄水の噴出圧力などの使用状態を自分の好みの状態に調整・設定にしたにも拘
わらず、その後使用した他人が設定を切り替えた場合には再度の設定が必要になる。つま
り、使用の度に調整・設定しなおす必要がある。
【０００６】
　本発明が解決しようとする課題は、他人と同じノズルを使用することによる不潔感、お
よび使用の度に好みの使用状態を設定する煩わしさの低減に資する局部洗浄装置を提供す
ることにある。
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【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために本発明にかかる局部洗浄装置は、複数の洗浄ノズルと、
これら各洗浄ノズルに対応づけて、各洗浄ノズルの使用状態をユーザが任意に設定可能な
設定手段と、前記複数の洗浄ノズルから選択された一の洗浄ノズルを、前記設定手段によ
って設定された使用状態となるように動作させる駆動手段と、を備えることを特徴とする
。
【０００８】
　前記駆動手段は、前記複数の洗浄ノズルから選択された一の洗浄ノズルを所定位置に移
動させ、当該位置から洗浄位置に向けて前進させるようにするとよい。
【０００９】
　前記複数の洗浄ノズルが環状に並べられた洗浄ノズルユニットを備え、前記駆動手段は
、当該洗浄ノズルユニットを回転させて前記複数の洗浄ノズルから選択された一の洗浄ノ
ズルを所定位置に移動させ、当該位置から洗浄位置に向けて前進させるようにするとよい
。
【００１０】
　前記複数の洗浄ノズルが平坦に並べられた洗浄ノズルユニットを備え、前記駆動手段は
、当該洗浄ノズルユニットをスライドさせて前記複数の洗浄ノズルから選択された一の洗
浄ノズルを所定位置に移動させ、当該位置から前進させるようにするとよい。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明にかかる局部洗浄装置では、各洗浄ノズルに対応付けてそれぞれの使用状態をユ
ーザが任意に設定可能である。つまり、ユーザは、自分の好みの使用状態が設定された洗
浄ノズルを、自分専用のノズルとして使用することができる。そのため、他人が使用した
洗浄ノズルを使用するという不潔感はないし、使用の度に好みの使用状態を設定する必要
がなくなる。また、単身住宅等に設置される場合には、複数の使用状態を設定しておいて
その日の気分によって使い分ける、といったように、一のユーザが複数の使用状態を簡単
に使い分けることができるようになる。
【００１２】
　選択された洗浄ノズルが、所定位置から洗浄位置に向かって前進するように、すなわち
、どの洗浄ノズルが選択されたとしても、前進を開始する位置が毎回同じになるように構
成すれば、洗浄ノズルの種類に応じて配置を工夫することや、配置位置に応じて洗浄ノズ
ルの形態を変更するといった手間がかからない。つまり、各洗浄ノズルを、どの位置に配
置しても問題がない。さらに、洗浄ノズルが前進する際の出口が一か所になるため、従来
に比べて清掃箇所が多くなるといった問題もない。
【００１３】
　洗浄ノズルが環状に並べられた洗浄ノズルユニットを回転させることで、選択された洗
浄ノズルを所定位置に位置させることができる構成や、洗浄ノズルが平坦に並べられた洗
浄ノズルユニットをスライドさせることで、選択された洗浄ノズルを所定位置に位置させ
ることができる構成とすれば、選択された洗浄ノズルが毎回同じ位置から前進する機構を
簡単に構築できる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の実施形態にかかる局部洗浄装置の右側面を模式的に示した図（主な機械
的要素とともに駆動源、洗浄水供給部や制御要素を示した図）である。
【図２】図１に示した局部洗浄装置の正面（前面）を模式的に示した図である。
【図３】図１に示した局部洗浄装置の一の洗浄ノズルが前進した状態を模式的に示した図
である。
【図４】変形例にかかる局部洗浄装置の右側面を模式的に示した図である（駆動源、洗浄
水供給部や制御要素は省略。ノズル支持部材は一部を断面で示している）。
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【図５】図４に示した局部洗浄装置の背面（後面）を模式的に示した図である。
【００１５】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照しつつ詳細に説明する。なお、以下の説明
において前後（方向）とは、洗浄ノズル１０の進退方向（原位置側を後とする）をいうも
のとする。上下（方向）とは、洗浄位置に位置する洗浄ノズル１０から噴出される洗浄水
の噴出方向（洗浄水の噴出方向を上とする）をいうものとする。幅方向とは、前後方向お
よび上下方向に直交する方向をいうものとする。
【００１６】
　図１～図３に示す本実施形態にかかる局部洗浄装置１は、複数の洗浄ノズル１０、設定
手段２０、および駆動手段３０を備える。
【００１７】
　洗浄ノズル１０は、その上面より洗浄水を噴出し、人体の局部を洗浄するための構成で
ある。図示しないが、各洗浄ノズル１０の内部には、洗浄水が流通する流通管が形成され
ており、任意の洗浄ノズル１０の流通管に対して洗浄水が選択的に供給可能となっている
。洗浄水を供給する洗浄水供給部１３の構造は、特定の構造に限定されない。例えば、各
洗浄ノズル１０の流通管それぞれに洗浄水を供給するための供給管が接続され、当該複数
の供給管への洗浄水の供給の可否を切り替えることのできるバルブが設けられていればよ
い。流通管に供給された洗浄水は、ノズル上面における先端側（前側）に形成された洗浄
水出口１１より人体の局部に向かって噴出される。洗浄水供給部１３は、洗浄水の噴出圧
力や噴出される洗浄水の温度など、洗浄時における洗浄水の状態を制御することができる
。当該洗浄水の状態を制御する方法は、公知の方法が適用できるから説明は省略する。
【００１８】
　本実施形態にかかる局部洗浄装置１は、上記複数の洗浄ノズル１０がノズル支持部材５
０に取り付けられてなる洗浄ノズルユニット４０を有する。洗浄ノズルユニット４０は、
複数の洗浄ノズル１０が環状に並べられてなるものである。具体的には、断面略円形に形
成されたノズル支持部材５０の外側に複数の洗浄ノズル１０が取り付けられることにより
、これら複数の洗浄ノズル１０が環状に並べられたものである。ノズル支持部材５０の外
側には、ガイドレール部５１が形成されている。ガイドレール部５１としては、前後方向
に延びる断面略「Ｔ」字形状の空間が形成されたものが例示できる（図２参照）。ノズル
支持部材５０には、洗浄ノズル１０と同数のガイドレール部５１が形成されている。各ガ
イドレール部５１は、ノズル支持部材５０の周方向において等間隔に形成されている。
【００１９】
　各洗浄ノズル１０の上側における洗浄水出口１１が形成された箇所よりも後方側には、
断面略「Ｔ」字形状の突起であるスライダ部１２が形成されている。このスライダ部１２
は、上記ノズル支持部材５０に形成されたガイドレール部５１（断面略「Ｔ」字形状の空
間）よりも一回り小さく形成されている。各洗浄ノズル１０のスライダ部１２は、ノズル
支持部材５０のガイドレール部５１に係合されている。各スライダ部１２はガイドレール
部５１の長手方向に沿ってスライド可能である。すなわち、各洗浄ノズル１０は、その長
手方向（ノズル支持部材５０の中心軸線方向）に沿って進退動作可能である。
【００２０】
　ノズル支持部材５０は支持軸に回転自在に支持されている。ノズル支持部材５０の中心
軸線と支持軸の中心軸線は一致する。また、ノズル支持部材５０の後方（取り付けられた
洗浄ノズル１０と前後方向で重ならない部分）には、被駆動歯車部５２が形成されている
。被駆動歯車部５２には、第一駆動源８１（例えばモータ）の動力によって回転する第一
駆動歯車８１１が噛み合っている。なお、第一駆動源８１から第一駆動歯車８１１までの
動力伝達機構（歯車列等）の有無や、その構成は適宜設定可能である。第一駆動源８１が
駆動し、第一駆動歯車８１１が回転すると、それに噛み合う被駆動歯車部５２を有するノ
ズル支持部材５０は、その中心軸線を中心として回転する。ノズル支持部材５０が回転す
ると、その周方向に沿って取り付けられた環状に並ぶ複数の洗浄ノズル１０はノズル支持
部材５０の外周に沿って移動する。
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【００２１】
　ノズル支持部材５０の下方には、ノズル駆動部材６０が設けられている。ノズル駆動部
材６０は、前後方向に延びる板状の部材である。ノズル駆動部材６０の前後方向両端部に
は、上方に向かって突出した前引掛部６１および後引掛部６２が形成されている。前後方
向において、洗浄ノズルユニット４０は、この前引掛部６１と後引掛部６２の間に位置す
る。洗浄ノズル１０が原位置に位置するとき、ノズル駆動部材６０は、洗浄ノズルユニッ
ト４０に接触しない。つまり、ノズル駆動部材６０の内側の面（前引掛部６１の後面、上
面、後引掛部６２の前面）と洗浄ノズルユニット４０の間には小さな隙間が存在する。洗
浄ノズルユニット４０が含む一の洗浄ノズル１０がノズル駆動部材６０に最も近づいたと
き（本実施形態では、一の洗浄ノズル１０が最も下方に位置したとき。当該位置が本発明
における所定位置に相当する。）、当該一の洗浄ノズル１０の先端面と前引掛部６１（の
後面）、および一の洗浄ノズル１０の後端面と後引掛部６２（の前面）が対向する。前引
掛部６１は、一の洗浄ノズル１０の先端面の少なくとも一部に前後方向で重なる。同様に
、後引掛部６２は、一の洗浄ノズル１０の後端面の少なくとも一部に前後方向で重なる。
【００２２】
　また、ノズル駆動部材６０の下側には、前後方向に延びるラック部６３が形成されてい
る。ラック部６３には、第二駆動源８２（例えばモータ）の動力によって回転する第二駆
動歯車８２２が噛み合っている。なお、第二駆動源８２から第二駆動歯車８２２までの動
力伝達機構（歯車列等）の有無や、その構成は適宜設定可能である。第二駆動源８２が駆
動し、第二駆動歯車８２２が一方に回転（正転）するとノズル駆動部材６０は前進し、第
二駆動歯車８２２が他方に回転（逆転）するとノズル駆動部材６０は後退する。上述した
ように、後引掛部６２は一の洗浄ノズル１０の後端面の少なくとも一部に前後方向で重な
っているため、ノズル駆動部材６０が前進すると後引掛部６２に押されて一の洗浄ノズル
１０が前進する。一方、前引掛部６１は一の洗浄ノズル１０の先端面の少なくとも一部に
前後方向で重なっているため、ノズル駆動部材６０が後退すると前引掛部６１に押されて
一の洗浄ノズル１０が後退する。第二駆動源８２の駆動量を制御することにより、一の洗
浄ノズル１０の前後方向における位置を調整することができる。
【００２３】
　本実施形態では、洗浄ノズルユニット４０の前面側に位置する被覆部材７０が設けられ
ている。被覆部材７０には、一の洗浄ノズル１０が進退動作する際にノズル駆動部材６０
とともに通過する開口７１が形成されている。洗浄ノズルユニット４０の前面は、当該開
口７１が形成された箇所以外は被覆部材７０に覆われているため、汚水等が付着しにくい
。なお、被覆部材７０は、少なくとも洗浄ノズルユニット４０の前面側を覆う部材であり
、それ以外の箇所を覆う部分を有していてもよい。例えば、洗浄ノズルユニット４０の周
方向を覆う部分を有していてもよい。また、一の洗浄ノズル１０が原位置に位置するとき
被覆部材７０の開口７１（一の洗浄ノズルの先端面）を覆い、一の洗浄ノズルが前進した
ときに当該前進する洗浄ノズルに押されて当該開口７１を開放するシャッターが被覆部材
７０に取り付けられていてもよい。
【００２４】
　設定手段２０および駆動手段３０は、本実施形態にかかる局部洗浄装置１を制御するも
のである。設定手段２０は、記憶部２１および命令部２２を有する。記憶部２１は、各洗
浄ノズル１０に対応させて、各洗浄ノズル１０の使用状態を記憶する。ここで、使用状態
とは、洗浄ノズル１０が局部を洗浄しているときの状態であって、本実施形態にかかる局
部洗浄装置１がユーザの好みによって調整することのできる使用態様が複数組み合わされ
て決定される状態である。使用態様としては、洗浄水の噴出圧力や洗浄水の温度といった
洗浄水の状態や、洗浄時における洗浄ノズル１０の位置（洗浄水の噴出位置）といったも
のが例示できる。例えば、洗浄水の噴出圧力を「大」「中」「小」の三段階から、洗浄水
の温度を「高」「普通」「低」の三段階から、洗浄動作時における洗浄ノズル１０の位置
（洗浄位置）を「前」「中央」「後」の三段階から選択できる装置の場合において、
１）第一洗浄ノズル（第一使用状態）－噴出圧力「大」・洗浄水温度「高」・洗浄位置「
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中央」
２）第二洗浄ノズル（第二使用状態）－噴出圧力「中」・洗浄水温度「低」・洗浄位置「
前」
３）第三洗浄ノズル（第三使用状態）・・・
といったように、ユーザが任意に設定した各洗浄ノズル１０の使用状態を各洗浄ノズル１
０に対応づけて記憶部２１は記憶する。命令部２２は、ユーザが複数の洗浄ノズル１０の
うちの一の洗浄ノズル１０を選択した（記憶部２１に記憶された使用状態のうちのいずれ
かの使用状態での局部洗浄を要求した）場合、当該選択された一の洗浄ノズル１０および
そのノズルに対応する使用状態を記憶部２１から呼び出し、その情報を駆動手段３０に送
る。
【００２５】
　駆動手段３０は、選択された一の洗浄ノズル１０が、設定手段２０によって設定された
使用状態となるように動作させるものである。すなわち、上記命令部２２から情報（命令
信号）を受けた駆動手段３０は、その情報を解析し、選択された一の洗浄ノズル１０が設
定された使用状態となるように自動制御する。具体的には以下の通りである。
【００２６】
　まず、駆動手段３０は、選択された一の洗浄ノズル１０を洗浄位置に位置させる。駆動
手段３０は、第一駆動源８１を駆動させて第一駆動歯車８１１を回転させることで、それ
に噛み合う被駆動歯車部５２を有するノズル支持部材５０を回転させる。つまり、洗浄ノ
ズルユニット４０を回転させ、選択された一の洗浄ノズル１０がノズル駆動部材６０に最
も近づく位置（所定位置）に位置した状態とする。当該一の洗浄ノズル１０は被覆部材７
０の開口７１の手前に位置する。なお、洗浄水供給部１３を、各洗浄ノズル１０に洗浄水
を給水する給水管が接続される構成とした場合には、給水管のねじれを防止するため、洗
浄ノズルユニット４０は一回転（３６０度）以上回転させないようするとよい。
【００２７】
　選択された一の洗浄ノズル１０を所定位置に位置させた後、第二駆動源８２を駆動させ
て第二駆動歯車８２２を正転させることで、それに噛み合うラック部６３を有するノズル
駆動部材６０を前進させる。ノズル駆動部材６０が前進すると後引掛部６２に押されて一
の洗浄ノズル１０が前進する。第二駆動源８２の駆動量（第二駆動歯車８２２の回転量）
は、選択された一の洗浄ノズル１０に対応する使用状態に応じて制御される。例えば、上
記２）の第二洗浄ノズル１０が選択された場合には、洗浄位置が「前」となるように第二
駆動源８２の駆動量を制御する（洗浄位置を「中央」や「後」とする場合よりも第二駆動
源８２の駆動量を大きくする）。
【００２８】
　選択された一の洗浄ノズル１０が設定された洗浄位置に到達した後、駆動手段３０は、
洗浄水出口１１から噴出される洗浄水の噴出圧力や温度が、選択された一の洗浄ノズル１
０に対応づけられて設定された状態となるように洗浄水供給部１３を制御する。このよう
にして駆動手段３０は、選択された一の洗浄ノズル１０が、設定手段２０によって設定さ
れた使用状態となるように動作させる。
【００２９】
　このように、本実施形態にかかる局部洗浄装置１の設定手段２０は、複数の洗浄ノズル
１０のそれぞれに対応づけて、各ノズルの使用状態を設定することができる。そして、駆
動手段３０は、選択された一の洗浄ノズルが、設定された使用状態となるように当該洗浄
ノズル１０を動作させる。したがって、局部洗浄装置１を使用するユーザは、自分の好み
の使用状態をいずれかの洗浄ノズル１０に対して設定しておき、その好みの使用状態で使
用したい場合に、その洗浄ノズル１０を選択することとなる。
【００３０】
　例えば、複数人が同じトイレを使用する場合には、個々人が自分の好みの使用状態をい
ずれかのノズルに対して設定しておけば、毎回簡単にその好みの状態で使用することがで
きる。また、その好みの状態で使用する場合においては、一人が使用する洗浄ノズル１０
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は毎回同じ洗浄ノズル１０である（自分専用の洗浄ノズル１０を設定することができる）
から、他人と同じノズルを使用することによる不潔感もない。さらに、毎回好みの使用状
態とするための細かい調整も必要ない。
【００３１】
　一方、単身世帯のように、局部洗浄装置１が有する洗浄ノズル１０の数よりも少ない人
数でトイレを使用する場合、複数の使用状態を設定することにより、その日の気分や体調
などに応じて、当該設定された複数の使用状態を使い分けることができる。その使い分け
るための操作は、使用状態が設定された複数の洗浄ノズル１０から一の洗浄ノズル１０を
選択するだけであるから、細かい調整の必要がない。
【００３２】
　また、本実施形態にかかる局部洗浄装置１は、複数の洗浄ノズル１０のうちからどの洗
浄ノズル１０が選択されたとしても、前進を開始する位置が毎回同じであるから、洗浄ノ
ズル１０の種類に応じて配置を工夫することや、配置位置に応じて洗浄ノズル１０の形態
を変更するといった手間がかからない。つまり、どのような洗浄ノズル１０であっても配
置位置が限定されることはない。さらに、洗浄ノズル１０が前進する際の出口が一か所（
被覆部材７０の開口７１）になるため、従来に比べて清掃箇所が多くなるといった問題も
ない。
【００３３】
　この局部洗浄装置１の変形例（変形例にかかる局部洗浄装置１ａ）を説明する。なお、
以下の説明は、上記実施形態にかかる局部洗浄装置１と異なる点を中心に説明し、同様の
構成については一部説明や図示を省略する。上記局部洗浄装置１は、いわば回転式の洗浄
ノズルユニット４０を備えるものであるが、図４および図５に示す本変形例にかかる洗浄
装置は、スライド式の洗浄ノズルユニット４０ａを備えるものである。洗浄ノズルユニッ
ト４０ａは、平板状のノズル支持部材５０ａに複数の洗浄ノズル１０が平坦に並べられた
ものである。ノズル支持部材５０ａには、洗浄ノズル１０と同数のガイドレール部５１ａ
が形成されている。ガイドレール部５１ａの形状としては、前後方向に延びる断面略「Ｔ
」字形状の空間が形成されたものが例示できる。各ガイドレール部５１ａは、ノズル支持
部材５０ａの幅方向において等間隔に形成されている。各ガイドレール部５１ａには、洗
浄ノズル１０のスライダ部１２が係合している。
【００３４】
　ノズル支持部材５０ａは、ベース部材９０ａに対して、幅方向にスライド自在に支持さ
れている（レール係合部９１ａ）。ノズル支持部材５０ａの後方には、被駆動ラック部５
２ａが形成されている。被駆動ラック部５２ａには、第一駆動源８１の動力によって回転
する第一駆動歯車８１１が噛み合っている。第一駆動源８１が駆動し、第一駆動歯車８１
１が回転すると、それに噛み合う被駆動ラック部５２ａを有するノズル支持部材５０ａは
、幅方向にスライドする。ノズル支持部材５０ａがスライドすると、その平面方向に沿っ
て取り付けられた複数の洗浄ノズル１０はノズル支持部材５０ａの平面方向に移動する。
【００３５】
　ノズル支持部材５０ａの下方には、ノズル駆動部材６０が設けられている。ノズル駆動
部材６０およびそれを駆動する構成は、上記実施形態にかかる局部洗浄装置１における構
成と同じである。また、洗浄ノズルユニット４０ａの前方には、被覆部材７０が設けられ
ており、この被覆部材７０に、選択された一の洗浄ノズル１０が進退動作する際にノズル
駆動部材６０とともに通過する開口７１が形成されている点も上記実施形態にかかる局部
洗浄装置１と同じである。
【００３６】
　この変形例にかかる局部洗浄装置１ａは次のように動作する。ユーザは、設定手段２０
によって、各洗浄ノズル１０に対応づけて使用状態を設定する。あるユーザが任意の一の
洗浄ノズル１０を選択した場合、駆動手段３０は第一駆動源８１を駆動し、第一駆動歯車
８１１を回転させることにより、ノズル支持部材５０ａを幅方向にスライドさせ、選択さ
れた一の洗浄ノズル１０が被覆部材７０の開口７１の手前に位置した状態で停止させる。
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この状態で第二駆動源８２を駆動し、第二駆動歯車８２２を正転させることで、それに噛
み合うラック部６３を有するノズル駆動部材６０を前進させる。ノズル駆動部材６０が前
進すると後引掛部６２に押されて一の洗浄ノズル１０が前進する。その他の動作（制御方
法）は上記実施形態にかかる局部洗浄装置１と同じである。
【００３７】
　本変形例にかかる局部洗浄装置１ａによれば、上記回転式の洗浄ノズルユニット４０を
備える局部洗浄装置１と同様の作用効果が奏される。洗浄ノズルユニットの形式は、局部
洗浄装置の配置スペースの形状や大小に応じて決定すればよい。
【００３８】
　以上、本発明の実施形態について詳細に説明したが、本発明は上記実施形態に何ら限定
されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲で種々の改変が可能である。
【符号の説明】
【００３９】
１　局部洗浄装置
１０　洗浄ノズル
２０　設定手段
３０　駆動手段
４０　洗浄ノズルユニット
５０　ノズル支持部材
５１　ガイドレール部
６０　ノズル駆動部材
６１　前引掛部
６２　後引掛部
６３　ラック部
７０　被覆部材
７１　開口
８１　第一駆動源
８２　第二駆動源
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